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　現　症：身長 158㎝、体重 49kg、体温 36.7





CA19-9 421U/ml と上昇を認めた（Table 1）。













エコーを呈した（Figure 3 b, c）。胆管腫瘍生
検組織所見では、強い異型・多形を伴う細胞
が単離状態で schirrohous な浸潤を行ってお
Table 1. 臨床検査成績. 
 
Peripheral blood      
WBC 7900 /μl LDH  261 IU/l 
RBC 414 ×104/μl AMY 73 mg/dl 
Hb 14.2 g/dl BUN 11.8 mg/dl 
Ht 42.6 % Cr 0.76 mEq/l 
Plt 30.1 ×104/μl Na 136 mEq/l 
   K 4.3 mEq/l 
Biochemistry   Cl 102 mEq/l 
TP 7.0 g/dl Ca 8.6 mg/dl 
Alb 3.9 g/dl Glu 105 mg/dl 
T-Bil 9.0 mg/dl HbA1c 4.9 % 
D-Bil 7.0 mg/dl CRP 2.17 mg/dl 
AST 176 IU/l    
ALT 198 IU/l Tumor marker   
ALP 1877 IU/l CEA 4.5 ng/ml 





a : 早期相（造影 45 秒後）．  b : 門脈相（造影 100
秒後）．
　中部胆管内に 25 × 18㎜の造影効果の弱い結節状
腫瘤を認めた．
Figure 2．MRI.



























も認めなかった。免疫染色（Figure 4 c, d）で 






　最終病理診断：Sarcomatoid carcinoma of bile 
duct.　腫瘍径 25㎜ , pT2(SS), med, INFb, ly0, v1, 
ne1, pN0, pHM2, pEM0, pPV0, pA0,Stage IB
　術後経過：経過良好で、術後 32 日目に退院
















すものは “ いわゆる癌肉腫 ” とされ、肉腫成
分に筋、骨、軟骨など明らかに特異的な間葉
系成分が存在するものは “ 真の癌肉腫 ” とさ





れている 4）。このことから、近年は “ いわゆる
癌肉腫”をsarcomatoid carcinoma（肉腫様癌）
と表現することが多くなった。2010 年の WHO
新 分 類 5） で は、sarcomatoid carcinoma は






a：HE 染色　対物 × 2．
　総胆管内にポリープ状腫瘤を認める．





　対物× 10． Pan Cytokeratin 陽性　
d：Vimentin 染色　対物× 10．Vimentin 陽性
Figure 4．病理組織所見
 e：HE 染色　対物× 10．




giant cell type（sarcomatoid type）’ に分類
され、腺構造はみられないかごく少数であり、
肝外胆管での発生はまれとされている。肝外
胆管原発の ‘ いわゆる癌肉腫 ’ を含む癌肉腫
は、海外報告に比べて本邦からの報告が特に
多く、過去報告例のレビューも数件発表され





























の報告 68 例の meta-analysis では、生存期間
中央値は、わずか 5 か月であった 11）。肝外胆
管の癌肉腫の報告例のレビューにおいては、
術後の平均生存期間は 4 － 5 か月と報告され
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